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令和２年６月 19 日 

  

 

各            小児慢性特定疾病対策担当課 御中 

 

厚生労働省健康局難病対策課 

 

 

「今後を見据えた新型コロナウイルス感染症の医療提供体制整備について」を

踏まえた対応について 

 

 

小児慢性特定疾病対策の推進につきましては、平素より格別の御協力をいた

だき厚く御礼申し上げます。 

さて、本日、厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部において、「今

後を見据えた新型コロナウイルス感染症の医療提供体制整備について」（令和２

年６月 19 日厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部）が、別添のと

おり各都道府県、保健所設置市及び特別区衛生主管部（局）宛てに発出されたと

ころです。 

つきましては、貴課におかれましても、当該事務連絡の内容を御了知いただく

とともに、必要に応じて関係部署と連携の上御対応いただくよう、お願いいたし

ます。特に、小児慢性特定疾病児童等は継続的な医療・投薬が必要であるため、

主治医等が必要と認める治療を継続することができるよう、当該事務連絡中３

（３）の「医療機関間の役割分担について」、９（２）の「小児医療について」

等の内容を踏まえて、引き続き、小児慢性特定疾病の医療提供体制の確保を進め

ていただくとともに、小児慢性特定疾病児童等が新型コロナウイルス感染症に

罹患した際の入院先の確保等についても、地域の実情を踏まえて検討いただく

ようお願いいたします。 

また、管内の指定医療機関に対し、当該事務連絡中６の「院内感染対策につい

て」の内容を踏まえて、院内感染対策の徹底について改めて依頼していただくよ

う、お願いします。 
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